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龍
　
美
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艶
詩
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行
と
女
性

　
大
唐
帝
国
の
屋
台
骨
を
揺
る
が
し
た
安
史
の
乱
か
ら
半
世
紀
、
戦
後
五
十
年
を
迎
え
た
中
唐
期
は
、
国
家
復
興
の
活
力
に
満
ち
た
時

代
で
あ
り
、
文
学
に
お
い
て
も
様
々
な
革
新
的
試
み
が
な
さ
れ
た
。
新
た
に
台
頭
し
た
新
興
地
主
階
級
の
旗
手
と
し
て
、
生
塗
・
白
居

易
の
作
品
が
空
前
の
大
流
行
を
み
た
こ
と
も
、
こ
の
時
期
に
顕
著
な
文
学
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二
人
の
作
品
は
、
流
行
し
た
時
期
國

の
年
号
か
ら
「
元
和
体
詩
」
と
称
さ
れ
、
多
く
の
偽
作
に
作
者
が
悩
ま
さ
れ
る
程
の
模
倣
者
・
追
随
者
を
生
ん
だ
。
当
時
こ
れ
程
持
て

難
さ
れ
た
「
元
和
体
詩
」
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
関
す
る
纏
ま
っ
た
研
究
は
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
来
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
エ
り

た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
川
合
康
三
・
張
明
非
両
氏
に
よ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
両
氏

の
共
に
述
べ
る
所
に
よ
れ
ば
、
当
初
流
行
し
た
「
元
和
体
詩
」
の
主
要
な
作
品
は
、
男
女
の
情
を
歌
う
機
智
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
氏
の

結
論
は
、
種
々
の
資
料
を
根
拠
と
し
て
周
到
に
導
か
れ
て
お
り
、
極
め
て
妥
当
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
特
に
拙
論
と
の
関
係
上
、
張
明

非
氏
が
「
男
女
の
情
愛
に
取
材
し
た
こ
と
が
、
用
語
の
分
か
り
易
さ
以
上
に
、
元
白
詩
の
空
前
の
流
行
の
主
要
な
原
因
な
の
で
は
な
い

か
」
　
（
注
1
論
文
旨
㊥
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
で
は
、
何
故
こ
の
時
期
に
艶
詩
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、
ま
た
、
広
く
流
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
艶
詩
が
作
製
さ
れ
た
原
因
に
つ
い
て
張

氏
は
、
（
1
）
戦
後
社
会
に
芽
生
え
た
贅
沢
な
風
潮
と
中
興
の
挫
折
に
よ
り
生
ま
れ
た
退
廃
的
な
気
風
の
醸
成
。
（
2
）
個
人
的
な
感
情
や

身
近
な
事
柄
を
題
材
と
す
る
作
風
の
形
成
。
（
3
）
「
情
」
を
文
学
の
重
要
な
要
素
と
考
え
る
白
居
易
の
個
性
、
の
三
点
を
指
摘
さ
れ
て

｝
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い
る
。
ま
た
、
流
行
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
（
1
）
野
壷
が
突
然
現
れ
た
こ
と
で
反
響
も
大
き
か
っ
た
こ
と
。
（
2
）
元
白
の
艶
詩
が
自
ら

の
体
験
と
感
情
を
率
直
に
述
べ
た
、
新
鮮
な
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
。
（
3
）
ひ
と
た
び
流
行
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
以
後
は
艶
書
が
市
民
権

を
得
た
こ
と
、
の
三
つ
の
要
素
を
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
張
氏
の
指
摘
は
説
得
力
を
も
ち
忽
視
で
き
ぬ
も
の
だ
が
、
艶
言
の
作
製
と

流
行
に
つ
い
て
、
私
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ま
、
川
合
・
張
両
氏
の
論
文
を
も
と
に
達
筆
の
艶
詩
を
類
別
す
る
と
、
次
の
a
か
ら
f
ま
で
の
六
種
類
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
a

自
己
の
率
直
な
恋
情
を
吐
露
し
た
作
品
。
b
妓
館
で
の
旧
遊
や
恋
愛
体
験
な
ど
を
懐
古
し
た
長
篇
。
c
小
宴
の
折
な
ど
に
軽
く
詠
ま
れ

た
短
篇
。
d
「
長
恨
歌
」
。
e
所
謂
「
閨
怨
詩
」
。
f
「
宮
詞
」
　
（
但
し
儒
作
）
。
　
（
補
足
）
9
「
悼
亡
詩
」
。
こ
の
内
、
e
と
f
は
六
朝

以
来
の
伝
統
的
な
艶
詩
で
あ
り
、
元
白
艶
気
の
新
し
さ
は
、
前
の
四
種
、
a
b
c
d
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
実
際
に
流
行
し
た

作
品
も
、
張
茂
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
新
鮮
味
の
あ
る
四
種
類
の
艶
詩
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
流
行
を

裏
付
け
る
明
確
な
資
料
こ
そ
無
い
も
の
の
、
そ
の
内
容
・
製
作
時
期
・
特
殊
性
か
ら
見
て
、
元
積
の
「
悼
亡
詩
」
も
艶
詩
と
し
て
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
で
は
何
故
こ
の
時
期
に
新
し
い
艶
詩
が
作
ら
れ
、
こ
の
様
な
流
行
を
み
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
艶
詩
は
中
国
古
典
詩
史
に
於
い
て
は
傍
流
に
し
か
属
さ
ぬ
分
野
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
六
朝
以
前
の
艶
紅
を
ま
と
め
た
『
玉
台
新

詠
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
載
せ
る
徐
陵
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
　
『
玉
台
新
詠
』
が
宮
女
の
消
閑
の
具
と
し
て
編
ま
れ
た
作
品

集
で
あ
り
、
詩
の
製
作
に
も
、
編
集
作
業
に
も
女
性
た
ち
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
『
玉
台
新
詠
』
は
、
言
わ
ば
、

「
宮
女
の
宮
女
に
よ
る
宮
女
の
た
め
の
」
艶
詩
集
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
趙
均
本
に
よ
れ
ば
、
全
作
者
酉
十
七
宮
中
、

女
性
は
十
三
名
で
、
ほ
ぼ
十
人
に
一
人
は
女
性
作
者
と
な
る
。
つ
ま
り
、
艶
詩
は
多
く
女
性
の
好
む
詩
体
で
あ
り
、
そ
の
製
作
や
流
行

に
は
、
女
性
の
果
た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
元
白
の
七
去
が
中
唐
期
に
流
行
し
た
際
に

も
、
女
性
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
よ
う
。
事
実
、
次
に
a
b
と
し
て
掲
げ
た
様
に
、
元
白
の
詩
は
、

士
大
夫
の
娘
や
妓
女
な
ど
、
多
く
の
女
性
に
愛
好
さ
れ
た
。

　
　
a
【
白
居
易
の
作
品
が
女
性
に
愛
好
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
レ

　
一
「
士
庶
↑
僧
徒
・
主
婦
・
慮
女
の
口
、
毎
毎
僕
の
詩
を
詠
ず
る
者
有
り
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
五
、
與
元
念
書
）

　
2
「
江
南
の
士
女
の
才
子
を
語
る
者
、
多
く
元
・
白
と
云
ふ
。
子
の
故
を
以
て
、
僕
を
し
て
呉
・
越
の
間
に
濁
聴
す
る
を
得
ざ
ら
し
む

一
3
0｝



　
る
は
、
鋳
た
不
幸
な
り
。
」

3
「
二
十
年
間
、
群
落
・
観
寺
・
郵
候
・
踏
壁
の
上
に
書
せ
ざ
る
は
無
く
、

　
b
【
元
積
の
作
品
が
女
性
に
愛
好
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
六
九
、
劉
白
唱
和
集
解
〉

王
公
・
妾
婦
・
牛
童
・
趨
走
の
口
に
道
は
ざ
る
は
無
し
。
」

　
　
　
　
　
（
『
元
棋
集
』
巻
五
一
、
白
氏
長
慶
集
序
）

　
ユ
「
遷
客
の
涙
を
交
流
し
、
商
人
の
船
を
停
住
す
。
闇
に
歌
姫
に
乞
は
れ
、
潜
か
に
思
婦
の
傳
ふ
る
を
聞
く
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
七
、
江
模
夜
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻
）

　
2
「
妓
樂
鑓
に
當
た
り
て
唱
し
、
鬼
童
巷
に
満
ち
て
傳
ふ
。
改
選
す
思
婦
の
錦
、
騰
属
す
質
人
の
箋
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
元
積
集
』
巻
二
二
、
酬
樂
天
江
櫻
夜
吟
詩
因
成
三
十
韻
）

　
　
　
つ
ね

　
3
「
嘗
に
痛
む
、
元
和
よ
り
野
壷
、
元
・
白
詩
な
る
者
有
り
て
、
繊
艶
不
逞
、
尊
書
雅
人
に
非
ざ
れ
ば
、
多
く
其
の
破
宣
す
る
所
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
由
る
。
民
間
に
流
れ
、
影
壁
に
疏
か
れ
、
子
賢
女
母
、
口
を
交
え
て
教
授
し
、
淫
言
蝶
語
は
、
冬
寒
夏
熱
の
ご
と
く
、
人
の
肌
骨

　
　
に
入
り
て
、
除
去
す
べ
か
ら
ず
。
」
　
　
　
　
　
　
（
杜
牧
『
黒
川
文
集
』
巻
六
、
唐
故
平
盧
軍
節
度
巡
礼
二
子
李
府
君
墓
誌
銘
）

　
こ
う
し
た
資
料
か
ら
も
、
女
性
愛
好
者
の
獲
得
が
三
白
雪
辱
の
流
行
を
支
え
る
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ

る
。

初
盛
唐
期

中
毒
唐
期

中
晩
唐
期
の
占
有
率

作
　
者
数

二
六

四
九

六
〇
％

作
　
品
　
数

一
二
八

二
三
五

六
四
・
七
％

宮
女
の
作
品

九
四

一
〇

九
・
六
％

妓
女
の
作
品

一
五

一
六
二

九
一
・
五
％

士
女
の
作
品

一
九

六
三

七
六
・
八
％

恋
人
あ
て
の
作
品

二

二
三
。

九
二
％

男
性
と
の
贈
答
詩

一

一
六

九
四
・
一
％

中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）
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前
に
掲
げ
た
表
は
、
　
『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
女
性
の
作
品
を
、
最
盛
唐
期
・
中
晩
唐
期
に
分
け
、
そ
の
特
徴
を
分
析
し
た
も
の
で
あ

る
。
表
中
の
「
男
性
と
の
贈
答
詩
」
は
、
　
『
全
唐
詩
』
の
詩
題
・
解
説
・
附
載
さ
れ
た
男
性
の
作
品
、
等
か
ら
判
断
可
能
な
も
の
に
限

定
し
て
お
り
、
唱
和
詩
は
含
め
て
い
な
い
。

　
こ
の
表
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
七
律
唐
期
に
は
、
宮
女
の
作
品
が
多
い
の
に
比
べ
、
中
心
唐
事
に
は
、
こ
の
時
期
の
妓
館

の
発
達
を
反
映
し
て
、
妓
女
の
作
品
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
従
来
宮
廷
の
女
性
を
中
心
と
し
て
い
た
女
性
詩
人
層
が
、
ほ
ぼ
安
史

の
乱
を
境
と
し
て
、
妓
女
や
士
人
階
級
と
い
っ
た
、
よ
り
下
層
の
女
性
の
間
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
中
晩

唐
期
に
は
、
夫
や
恋
人
な
ど
、
特
定
の
男
性
に
あ
て
た
作
品
が
増
え
、
特
に
、
恋
人
あ
て
の
作
品
が
増
加
す
る
点
が
、
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。
加
え
て
、
乱
以
前
に
は
少
な
か
っ
た
男
女
間
の
贈
答
詩
が
中
唐
以
後
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
一
方
、
艶
詩
の
観
点
か
ら
眺
め
返
せ
ば
、
雲
譲
を
通
じ
て
、
女
性
の
全
作
品
に
於
け
る
艶
詩
の
優
位
は
圧
倒
的
で
、
総
計
六
百
三
十

五
首
（
『
全
唐
詩
』
巻
α
・
刈
・
お
刈
～
◎
。
O
α
所
収
）
中
、
艶
詩
と
分
類
で
き
る
詩
は
百
五
十
五
首
の
多
き
に
上
り
、
実
に
四
首
に
一
首
は

艶
詩
と
い
う
計
算
に
な
る
（
花
蕊
夫
人
「
宮
詞
」
嵩
①
首
を
含
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
半
数
が
艶
詩
）
。
こ
こ
か
ら
も
艶
詩
が
女
性
に
大
変
好
ま

れ
る
詩
体
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
中
唐
期
以
降
に
見
ら
れ
る
、
女
性
の
、
文
学
の
領
域
へ
の
進
出
は
、
更
に
別
の
角
度
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

『
全
唐
詩
』
及
び
『
全
唐
詩
補
編
』
の
中
か
ら
、
贈
る
、
寄
す
、
等
と
明
記
さ
れ
、
詩
題
か
ら
た
だ
ち
に
、
女
性
に
あ
て
た
詩
で
あ
る

こ
と
の
わ
か
る
作
品
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
み
る
。
す
る
と
、
そ
う
し
た
作
品
の
比
率
は
、
安
史
の
乱
を
境
と
し
て
ほ
ぼ
一
対
五
（
乱

前
3
2
首
・
帯
芝
嵩
。
。
首
。
但
し
、
張
文
成
『
遊
仙
窟
』
の
作
品
は
極
め
て
虚
構
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
除
外
す
る
。
）
と
な
り
、

別
の
側
面
か
ら
、
中
宿
唐
期
に
於
け
る
女
性
の
文
学
受
容
者
・
愛
好
者
層
の
形
成
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
乱
以
後
妓
女

あ
て
の
作
品
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
中
唐
以
後
士
大
夫
と
妓
女
と
の
交
流
が
活
発
化
し
た
こ
と
を
反
映

し
て
の
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
縷
述
の
資
料
か
ら
判
断
し
て
も
、
中
唐
以
後
、
文
学
に
於
け
る
女
性
の
重
要
度
が
相
対
的
に
増
．

大
し
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
砥
間
違
い
あ
る
ま
い
。

㎜
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二
　
元
白
艶
詩
の
流
行
と
妓
女

　
陶
之
迄
氏
は
『
青
楼
文
学
与
中
国
文
化
』
　
（
お
O
ω
年
東
方
出
版
社
）
に
お
い
て
、
中
唐
期
に
、
妓
に
贈
る
、
妓
に
別
る
、
妓
を
懐
ふ
、

な
ど
の
詩
題
が
相
当
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
士
大
夫
と
妓
女
と
の
精
神
的
な
交
流
が
か
な
り
深
く
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
の
現
れ
だ
と
指
摘
さ
れ
た
（
2
6
頁
〉
。
中
唐
の
士
大
夫
の
な
か
で
も
、
罪
な
ら
ぬ
堅
甲
と
白
居
易
こ
そ
は
妓
女
と
の
文
学
的
な

交
流
を
最
も
頻
繁
に
行
っ
た
詩
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
の
文
学
、
と
り
わ
け
艶
詩
が
、
そ
の
有
力
な
受
容
者
の
ひ
と
つ
で
あ
る
妓

女
の
文
学
的
な
好
み
を
反
映
し
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
は
あ
る
ま
い
。

　
周
知
の
如
く
、
白
居
易
の
作
品
中
最
も
著
名
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
長
恨
歌
」
は
、
そ
の
製
作
直
後
か
ら
真
っ
先
に
妓
女
の
間

で
持
て
難
さ
れ
た
。
　
「
寛
元
九
書
」
で
は
そ
の
間
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
再
び
長
安
に
量
る
に
及
び
、
又
聞
く
軍
使

高
霞
寓
な
る
者
有
り
、
聡
悟
を
塾
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
妓
大
い
に
誇
り
て
曰
く
、
我
白
學
士
の
長
恨
歌
を
臆
し
得
た
り
、
豊
に
他
妓
と

同
じ
か
ら
ん
哉
、
是
に
由
っ
て
債
を
増
せ
り
と
。
」
　
「
又
昨
漢
南
に
過
ぎ
り
し
日
、
適
ま
主
人
の
衆
を
集
あ
他
賓
を
樂
娯
す
る
に
遇
ふ
。

諸
妓
僕
の
來
た
る
を
見
、
指
し
て
相
顧
て
曰
く
、
此
れ
は
甦
れ
秦
中
吟
・
長
恨
歌
の
主
耳
と
。
」
こ
れ
ら
の
文
で
白
居
易
は
、
　
「
長
恨

歌
」
な
ど
つ
ま
ら
ぬ
作
品
ば
か
り
が
流
行
す
る
、
と
嘆
い
て
見
せ
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
、
　
「
長
恨
歌
」
の
流
行
は
、
白
居
易
自
ら
が
、

当
初
か
ら
目
論
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
陳
鴻
の
「
長
恨
年
三
」
に
は
、
　
「
長
恨
歌
」
の
製
作
動
機
を
述
べ
て
．
「
質
夫
酒
を
信
心
の

前
に
畢
げ
て
曰
く
、
謬
れ
希
代
の
事
も
出
世
の
才
の
之
を
潤
色
す
る
に
遇
ふ
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
時
と
消
没
し
て
世
に
聞
こ
え
ず
。
樂

天
は
詩
に
深
く
情
に
多
き
者
な
り
。
試
み
に
爲
に
之
を
歌
に
し
て
は
如
何
。
樂
天
因
っ
て
長
恨
歌
を
迫
る
。
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、

「
長
恨
歌
」
は
最
初
か
ら
「
歌
」
と
し
て
妓
女
に
歌
わ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
い
う
形
に
す
る
こ

と
が
、
広
く
世
に
流
行
し
、
長
く
伝
え
ら
れ
る
た
め
の
、
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
白
居
易
や
食
言
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

元
積
は
「
酪
口
駅
二
首
」
序
（
『
元
積
集
』
巻
一
七
）
　
（
元
和
四
年
三
月
作
。
時
に
元
和
元
年
よ
り
長
安
近
郊
の
万
年
県
に
て
母
の
服

喪
中
）
に
お
い
て
「
…
北
壁
に
翰
林
白
二
十
二
居
易
題
す
る
『
碁
石
』
…
等
の
篇
有
り
、
王
手
夫
の
焉
に
和
す
る
有
り
。
王
は
坐
れ
何

れ
の
人
な
る
か
知
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
　
「
長
恨
歌
」
が
製
作
さ
れ
て
か
ら
二
年
以
上
も
経
っ
て
い
な
が
ら
、
元
亀
は
王

　
　
　
　
　
中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）
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質
夫
の
名
を
知
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
　
「
長
恨
歌
」
は
、
陳
鴻
の
伝
と
は
切
り
離
さ
れ
て
、
単
独
で
、
即
座
に
、
広
く
、
流
行
し
て

い
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歌
と
い
う
様
式
の
も
つ
強
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
容
が
、
　
「
長
恨
歌
伝
」
や
調
諭

詩
の
よ
う
な
政
治
的
・
思
想
的
な
も
の
で
は
な
く
、
男
女
の
情
愛
と
い
う
、
言
わ
ば
、
女
・
子
供
に
も
分
か
る
、
普
遍
の
感
情
に
訴
え

る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
「
長
恨
歌
」
と
同
じ
く
感
傷
の
部
に
属
し
、
広
く
流
行
し
た

「
琵
琶
行
」
を
、
女
々
し
い
児
女
の
情
を
歌
う
作
品
だ
と
批
判
す
る
宋
代
の
評
語
（
「
銀
龍
行
酒
送
遠
客
　
丈
夫
不
落
児
女
情
」
宋
・

戴
復
古
『
石
屏
詩
集
』
巻
一
）
も
あ
り
、
ま
た
白
居
易
自
身
も
、
人
々
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
の
は
「
長
恨
歌
」
や
雑
律
詩
の
よ
う
な
女
性

的
な
作
品
ば
か
り
で
、
誠
諭
詩
や
閑
適
詩
の
よ
う
な
男
性
的
な
作
品
は
冷
淡
な
扱
い
し
か
受
け
な
い
、
と
嘆
い
て
い
る
（
与
島
血
書
）
。

し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
　
「
長
恨
歌
」
は
妓
女
の
も
つ
女
性
的
な
感
受
性
を
巧
み
に
捉
え
る
こ
と
で
、
そ
の
流
行
の
端
緒
を
つ
か
む
こ

と
に
成
功
し
た
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
居
易
の
詩
人
的
感
性
の
敏
感
さ
を
示
す
事
実
で
あ
る
と
同
時
に
、
　
「
長
恨
歌
」

が
第
一
受
容
者
で
あ
る
妓
女
を
意
識
し
て
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
女
性
的
感
受
性
が
作
品
製
作
に
一
定
の

影
響
を
与
え
た
典
型
的
な
一
例
と
も
言
い
得
る
。
　
「
長
恨
歌
」
は
初
あ
か
ら
女
性
的
な
感
受
性
に
訴
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
、

事
実
、
妓
女
を
は
じ
め
多
く
の
女
性
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
遙
か
に
後
世
の
指
摘
で
は
あ
る
が
、
清
の
学
者
趙
翼
が
、
　
「
長

恨
歌
」
が
遍
く
天
下
に
流
行
し
た
大
き
な
理
由
と
し
て
、
音
楽
性
に
優
れ
、
情
感
に
温
れ
て
い
る
た
め
に
、
女
性
が
好
ん
で
受
容
し
た

か
ら
だ
（
『
葦
北
詩
話
』
巻
四
・
白
香
山
詩
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
興
味
深
い
指
摘
だ
ろ
う
。
耳
翼
の
親
友
で
あ
る
糞
枚
の

詩
も
、
時
代
は
隔
た
る
も
の
の
、
白
居
易
の
詩
と
同
じ
く
広
く
海
外
に
ま
で
伝
わ
り
、
女
性
に
愛
好
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
嚢
枚

の
女
弟
子
が
指
摘
す
る
点
も
、
や
は
り
、
音
楽
性
と
情
感
の
豊
か
さ
で
あ
る
（
嚢
枚
『
随
園
詩
話
補
遺
』
巻
一
〇
の
二
九
V
。
衰
枚
の

詩
が
女
性
的
な
感
性
に
訴
え
る
こ
と
で
広
く
流
行
を
み
た
の
と
同
じ
現
象
が
、
白
居
易
の
場
合
に
も
存
在
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
他
方
、
元
棋
の
「
鶯
鶯
伝
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
北
見
の
趙
令
時
は
「
寡
髪
唐
鼓
子
詞
」
を
製
作
す
る
に
至
っ

た
経
緯
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
謀
れ
傳
奇
な
る
者
は
、
再
認
葦
笛
の
述
ぶ
る
所
な
り
。
…
至
宝
士
大
夫
幽
玄
を
芸
談
し
、
奇
を
訪
ね
異
を
述
ぶ
る
に
、
此
れ
を

　
　
注
げ
て
以
て
美
談
と
爲
さ
ざ
る
は
無
く
、
侶
優
女
子
に
至
り
て
は
、
皆
能
く
大
略
を
調
即
す
。
惜
し
い
か
な
之
を
比
ぶ
る
に
音
律

　
　
を
以
て
せ
ず
、
故
に
之
を
壷
漿
に
播
し
、
之
を
管
弦
に
辞
す
能
は
ず
。
好
事
の
君
子
、
極
飲
蹄
漱
の
際
、
願
ひ
て
一
た
び
其
の
説

一
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を
聴
か
ん
と
欲
す
る
も
、
或
は
其
の
末
を
志
げ
て
其
の
本
を
忘
れ
、
或
は
其
の
略
を
堕
し
て
其
の
篇
を
終
ふ
る
に
及
ば
ず
。
此
れ

　
　
吾
曹
の
共
に
恨
む
所
の
者
な
り
。
今
假
日
に
、
…
之
を
分
か
ち
て
十
章
と
覚
す
。

　
北
宋
の
時
代
に
は
「
鶯
鶯
伝
」
が
、
妓
女
た
ち
を
語
り
部
と
し
て
、
広
く
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
資
料
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
作
者
元
積
の
在
世
し
た
中
唐
期
に
も
、
同
様
の
現
象
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
代
表
作
に
よ
っ
て
妓
女
の
問
で
流
行
作
家
と
し
て
の
名
声
を
勝
ち
取
っ
た
潔
白
両
名
の
詩
は
、
　
「
酔
言
諸
妓
」
　
（
巻
一
一
三
）

「
盧
侍
御
上
妓
乞
詩
座
上
留
贈
」
　
（
巻
一
五
）
　
「
楽
天
観
憶
旧
遊
因
作
画
白
君
以
答
」
　
（
『
劉
禺
錫
集
箋
謹
』
外
集
巻
二
）
　
［
以
上
白

居
易
］
、
　
「
江
楼
夜
吟
二
九
律
詩
成
三
十
韻
」
　
（
巻
一
六
）
「
酬
楽
天
江
楼
夜
闘
詩
因
子
三
十
韻
」
　
（
『
元
積
集
』
巻
＝
二
）
「
聞
二
者

唱
微
之
詩
」
　
（
巻
三
一
）
　
［
以
上
元
棋
］
等
の
資
料
が
語
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
後
も
妓
女
た
ち
に
持
て
難
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
現
象
は
何
も
元
白
に
限
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
、
例
え
ば
、

　
①
已
留
薔
政
布
中
和
　
　
已
に
旧
政
を
留
め
て
中
和
を
布
き

　
　
又
付
新
詩
與
艶
歌
　
　
又
新
詩
と
艶
歌
と
を
付
す

　
　
但
是
人
家
有
遺
愛
　
　
但
だ
是
れ
人
家
に
遺
愛
有
り

　
　
就
中
蘇
小
感
恩
多
　
　
就
中
蘇
小
恩
に
感
ず
る
こ
と
多
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
三
、
聞
歌
妓
唱
嚴
（
休
復
）
郎
中
詩
、
因
以
絶
句
寄
之
）

　
②
新
詩
傳
詠
忽
紛
紛
　
　
新
詩
伝
へ
詠
じ
て
忽
ち
紛
紛

　
　
楚
老
呉
娃
耳
偏
聞
　
　
楚
老
呉
娃
耳
偏
く
聞
く

　
　
蓋
解
呼
爲
好
才
子
　
　
尽
く
呼
び
て
好
才
子
と
為
す
を
解
し

　
　
不
知
官
是
上
將
軍
　
　
官
は
是
れ
上
将
軍
な
る
を
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
四
、
宣
武
令
狐
（
楚
）
相
公
以
詩
寄
贈
傳
播
呉
中
田
用
短
章
用
伸
酬
謝
）

と
言
う
よ
う
に
、
他
の
詩
人
の
作
品
も
妓
女
に
よ
っ
て
愛
好
さ
れ
て
お
り
、
②
の
よ
う
に
、
時
の
宰
相
・
令
狐
楚
に
む
か
っ
て
、
そ
の

詩
が
妓
女
に
好
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
白
居
易
は
褒
め
言
葉
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
①
の
詩
句
中
に
も
「
艶
歌
」
と
あ
る
よ
う

に
、
宴
席
で
妓
女
に
与
え
歌
わ
せ
た
作
品
に
は
、
多
く
の
艶
詩
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
自
分
の
詩
が
妓
女
に
よ
っ
て
持
て
難
さ
れ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
う
風
潮
は
、
恐
ら
く
中
唐
期
に
は
か
な
り
一
般
化
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
著
名
な
例
と
し
て
は
、
盛
唐
開
元
年
間
を
舞
台
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
王
昌
齢
・
高
這
・
王
孫
漢
の
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

が
、
妓
女
に
歌
わ
れ
る
詩
数
の
多
さ
に
よ
っ
て
詩
人
と
し
て
の
優
劣
を
つ
け
よ
う
と
し
た
故
事
（
唐
・
燈
用
弱
『
集
異
記
』
、
王
漢
江
〉

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
話
自
体
は
恐
ら
く
伝
説
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
正
確
に
古
海
期
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
疑
問
も

多
い
が
、
少
な
く
と
も
作
者
男
用
弱
の
在
世
し
た
中
晩
唐
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
違
和
感
な
く
受
容
で
き
る
状
況
が
存

在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
要
す
る
に
、
中
唐
期
に
お
い
て
妓
女
は
詩
の
受
容
者
と
し
て
無
視
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
艶
詩
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
れ

を
真
っ
先
に
受
容
し
、
広
く
伝
播
さ
せ
る
重
要
な
媒
体
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
妓
女
に
自
分
の
作
品
が
持
て
難
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
ら

の
詩
名
を
高
め
る
た
め
の
、
最
も
手
っ
取
り
早
く
且
つ
効
果
的
な
手
段
で
あ
り
、
従
っ
て
、
妓
女
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
、
と

り
わ
け
そ
う
し
た
艶
詩
を
つ
く
る
能
力
が
あ
る
こ
と
は
、
中
唐
期
の
士
大
夫
に
と
っ
て
は
重
要
な
才
能
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
中
唐
期
に
は
、
こ
う
し
た
詩
の
受
容
者
と
し
て
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
詩
の
創
作
者
と
し
て
も
妓
女
が
活
躍
し
始
め
る
。
こ

れ
は
、
先
に
女
性
詩
人
の
一
覧
表
に
よ
っ
て
既
に
確
認
済
み
の
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
活
躍
を
促
し
た
原
因
は
、
中
唐
期
に
な
っ

て
、
妓
館
が
発
達
し
、
ま
た
多
く
の
専
掌
を
か
か
え
る
こ
と
も
一
般
化
し
て
、
そ
の
結
果
妓
女
と
士
大
夫
と
の
交
流
が
密
に
な
っ
た
こ

と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
士
大
夫
を
も
て
な
す
た
め
に
妓
女
に
も
一
定
の
教
養
が
必
要
と
さ
れ
、
中
連
唐
期
に
は
、
士
大
夫
と

の
間
に
詩
の
贈
答
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
る
。
唐
代
の
最
大
の
女
流
詩
人
た
る
醇
涛
と
魚
玄
機
は
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
を
も
と

に
登
場
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
状
況
が
生
ま
れ
る
と
、
今
度
は
逆
に
、
ひ
と
か
ど
の
士
大
夫
と
し
て
、
妓
女

と
遊
び
、
恋
を
す
る
た
め
に
は
、
妓
女
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
な
艶
詩
を
作
る
能
力
が
、
男
の
側
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

妓
女
に
大
変
も
て
た
白
居
易
や
元
積
の
艶
詩
は
、
恐
ら
く
、
当
時
の
士
大
夫
に
と
っ
て
、
理
想
的
な
「
お
手
本
」
と
し
て
貴
重
な
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
的
実
利
性
が
、
元
治
艶
詩
の
流
行
を
支
え
る
一
因
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
零
落
し
た
妓
女
の
身
の

上
に
自
ら
を
重
ね
る
「
琵
琶
行
」
の
発
想
や
、
　
「
長
恨
歌
」
に
見
ら
れ
る
玄
宗
・
富
貴
妃
の
対
等
な
描
写
な
ど
も
、
士
大
夫
と
妓
女
と

の
心
理
的
な
交
流
が
活
発
化
し
た
中
唐
の
時
代
背
景
が
あ
っ
て
こ
そ
生
ま
れ
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
3
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三
　
士
大
夫
階
級
の
女
性
と
艶
詩

　
で
は
、
妓
女
以
外
の
女
性
、
中
で
も
士
大
夫
の
家
庭
に
生
ま
れ
育
っ
た
女
性
た
ち
は
、
当
時
の
文
学
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
る
　

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
中
原
健
二
氏
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。

　
中
唐
の
士
大
夫
た
ち
は
、
　
〈
悼
亡
〉
に
限
ら
ず
、
妻
を
描
き
、
あ
る
い
は
妻
に
寄
せ
る
作
品
を
書
く
の
に
躊
躇
し
な
く
な
っ
て
お

り
、
か
つ
そ
の
内
容
に
も
か
な
り
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
頁
）

　
↓
般
に
豊
代
の
士
大
夫
の
妻
に
嵩
置
や
教
養
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
断
言
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
　
「
門
當
戸

…
封
」
を
重
ん
じ
る
貴
族
的
風
潮
が
な
お
強
く
、
策
問
教
養
の
あ
る
妻
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
し
、
士
大
夫
の
方
も
そ
れ
を
望
む
こ
と
は

少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
唐
期
に
至
る
と
、
…
徐
々
に
攣
化
し
て
行
き
、
ま
た
そ
れ
が
宋
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
、
ひ
と
つ
興
味
あ
る
例
を
引
く
と
、
稲
積
の
縫
室
斐
氏
は
、
　
「
酬
野
天
東
南
行
一
百
韻
」
の
序

に
「
通
之
人
莫
可
與
言
牧
者
、
吾
妻
淑
在
労
知
状
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
あ
る
程
度
の
教
養
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
士
大
夫

｝
3
7｝

た
ち
が
地
方
官
に
出
た
と
き
、
…
詩
な
ど
を
語
る
相
手
に
な
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ひ
と
つ
に
は
僧
侶
で
あ
り
、

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
に
は
妻
だ
っ

　
　
（
9
7
～
9
8
頁
）

　
中
原
氏
に
よ
れ
ば
、
中
唐
期
に
至
る
と
士
大
夫
が
妻
へ
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
く
な
っ
て
お
り
、
山
積
の
よ
う
に
、

共
に
詩
を
語
る
相
手
と
し
て
妻
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
さ
え
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
中
原
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
に

は
唐
代
の
士
大
夫
の
妻
に
は
あ
ま
り
教
養
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
は
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
周
紹
良
主
編
『
唐
言
墓
誌
彙
編
』
　
（
一
九
九
二
年
・
上
海
古
籍
出
版
社
刊
）
及
び
『
全
唐
文
』
に
載
せ
る
墓
誌
銘
や
祭

文
等
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
、
教
養
あ
る
女
性
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、
資
料
は
安

史
の
乱
以
後
の
も
の
に
限
っ
た
。

中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）
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十
四
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1
柳
夫
人
（
貞
元
二
年
没
2
0
歳
）
　
［
『
全
唐
文
』
巻
五
〇
四
信
徳
輿
］
　
伯
仲
甥
姪
等
、
毎
有
事
理
滞
義
、
多
所
望
訪
、
夫
人
不
得

　
　
已
而
後
言
、
言
必
中
。

2
陸
夫
人
（
貞
元
二
年
没
6
6
歳
）
　
［
『
全
唐
文
』
巻
六
七
八
白
居
易
］
　
初
、
公
既
残
、
諸
子
尚
幼
、
夫
人
勤
求
衣
食
、
親
執
詩
書
、

　
　
颯
而
導
之
、
威
爲
令
子
。

3
李
夫
人
（
貞
元
十
年
没
6
8
歳
）
　
［
貞
元
〇
六
二
］
　
夫
人
常
讃
孝
経
・
論
語
・
女
儀
・
女
口
・
尤
好
盗
塁
、
深
入
眞
空
、
調
金
剛

　
　
般
若
菩
薩
戒
経
。
　
（
注
［
］
内
は
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
の
作
品
番
号
。
以
下
同
じ
）

4
鄭
夫
人
（
貞
元
十
年
没
？
歳
）
　
［
『
全
唐
文
』
巻
五
六
八
韓
愈
］
　
（
夫
人
）
視
余
猶
子
、
講
化
調
訥
。

5
李
夫
人
（
貞
元
＝
年
没
3
6
歳
）
　
［
元
和
〇
五
二
］
　
外
弾
竪
琴
、
詠
古
詩
。

6
張
氏
女
膓
（
貞
元
一
七
年
没
1
9
歳
）
　
［
貞
元
＝
二
］
　
誠
諦
詩
書
、
必
願
日
置
之
旨
趣
、
博
通
藝
能
、
皆
出
常
人
之
宮
遷
。

7
段
夫
人
（
貞
元
一
九
年
没
3
5
歳
）
　
［
貞
元
一
二
四
］
　
武
渉
穿
楊
之
藝
、
文
通
西
桂
二
才
。

8
崔
夫
人
（
貞
元
一
九
年
没
5
1
歳
）
　
［
『
全
唐
文
』
巻
五
〇
四
権
高
輿
］
　
鼓
蕩
諦
詩
、
姿
操
閑
雅
。

9
盧
夫
人
（
元
和
元
年
没
？
6
8
歳
）
　
［
『
全
唐
文
』
巻
五
九
〇
柳
宗
元
］
　
吾
平
讃
薔
鹿
本
諸
子
書
、
夫
人
甲
殻
盤
知
之
、
無
遺
者
。

　
　
某
始
四
歳
、
居
京
城
…
…
緯
書
。
太
夫
海
図
古
賦
十
四
首
、
皆
誠
傳
之
、
以
露
呈
野
史
辛
辛
製
縷
結
、
授
諸
女
。
及
長
皆
爲
名

　
　
婦
、
先
君
之
仕
也
。

1
0
A
夫
人
（
元
和
元
年
没
6
0
歳
）
［
『
全
唐
文
』
巻
六
八
O
白
居
易
］
　
夫
人
爲
母
時
、
遊
君
既
残
。
二
八
積
方
髪
齪
、
家
立
無
師
以

　
　
授
業
。
夫
人
親
執
詩
書
、
謹
而
不
倦
、
四
五
年
間
、
二
子
皆
以
通
経
入
仕
。

1
1
?
v
人
（
元
和
六
年
没
2
2
歳
）
　
［
元
和
〇
四
八
］
　
毎
宗
繹
道
、
常
覧
詩
書
、
人
事
之
奥
、
靡
不
通
晒
。

1
2
X
君
妻
崔
氏
（
元
和
恥
二
年
前
2
0
歳
）
［
『
全
唐
文
』
巻
五
八
九
柳
宗
元
］
　
暦
書
、
通
古
今
、
其
面
癖
鳴
絃
桐
、
調
詩
魔
、
以
爲

　
　
娯
始
簡
、
以
文
雅
清
秀
、
重
於
當
世
。

1
3
k
夫
人
（
太
和
四
年
5
4
歳
）
　
［
太
和
〇
三
三
］
　
詩
書
謄
曹
家
之
奥
、
管
弦
精
察
氏
二
二
。

1
4
ﾁ
夫
人
（
太
和
五
年
4
6
歳
）
　
［
太
和
〇
四
六
］
　
雪
白
陳
股
雷
之
詩
、
申
閣
門
之
訓
。

1
5
桾
v
人
（
開
成
二
年
没
2
4
歳
）
　
［
開
成
○
＝
二
］
　
十
歳
三
盛
論
古
詩
、
工
半
裁
製
之
事
。

㎜
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1
6
翌
府
君
故
夫
人
（
大
中
三
年
没
5
8
歳
）
　
［
大
中
〇
三
九
］
　
幼
聞
詩
禮
…
…
三
女
傳
未
嘗
八
手
。

　
1
7
省
夫
人
（
？
？
）
　
［
大
中
〇
四
九
］
　
文
有
子
史
之
學
、
身
有
清
貞
之
行
。

　
1
8
鄭
夫
人
（
大
中
八
年
没
6
4
歳
）
　
［
大
中
〇
九
一
］
　
嘗
演
繹
理
、
耽
讃
豊
島
、
毎
獲
精
義
、
辛
子
不
整
巻
以
遠
諸
山
而
激
導
之
、

　
　
　
孜
孜
講
諭
。

　
1
9
支
氏
孫
女
（
大
中
四
年
没
1
7
歳
）
　
［
大
中
二
四
］
　
妙
曲
女
工
、
學
奥
文
士
。

　
2
0
鄭
夫
人
（
大
中
一
〇
年
没
7
3
歳
）
　
［
大
中
＝
一
四
］
　
夫
人
聰
識
明
敏
、
尤
精
白
宣
父
之
経
詰
、
善
衛
夫
人
華
翰
、
明
光
氏
汚
毒
、

　
　
　
貫
遷
固
之
書
、
下
及
諸
史
、
無
不
該
覧
、
今
古
倫
比
、
牢
糠
油
傭
。

　
2
1
崔
夫
人
（
大
中
＝
年
盛
2
4
歳
）
　
［
大
中
一
二
八
］
　
夫
人
習
癖
言
詩
、
三
二
論
語
、
崇
奉
繹
教
、
対
応
佛
経
、
出
立
講
磨
、
威

　
　
　
得
要
妙
。
洞
知
盤
律
、
試
煉
而
能
、
筆
札
雅
琴
、
皆
所
壷
善
。
其
識
密
意
周
、
條
理
通
貫
者
如
此
。

　
2
2
挑
夫
人
（
大
中
＝
年
三
7
2
歳
）
　
［
大
中
＝
二
〇
］
　
太
夫
人
購
平
氏
、
生
一
子
、
高
山
濡
、
坐
於
膝
、
手
持
斗
出
、
鮎
句
以
教

　
　
　
倒
。

　
2
3
曲
夫
人
（
大
中
＝
二
年
没
5
9
歳
）
　
［
大
中
一
六
〇
］
　
夫
人
知
之
、
以
書
戯
日
「
金
扇
比
重
、
玉
顔
艶
美
、
主
導
分
娩
之
月
、
不

　
　
　
揮
省
親
之
勢
。
」

　
2
4
崔
氏
女
（
威
通
二
年
没
1
6
歳
）
　
［
威
通
○
〇
四
］
　
女
工
藤
里
、
尤
強
土
典
。

　
2
5
王
氏
女
（
？
？
）
　
［
威
通
〇
一
七
］
　
諦
詩
閲
史
書
古
風
、
叢
書
樂
善
正
養
蒙
。

　
2
6
支
氏
女
（
威
通
二
年
没
5
0
歳
）
　
［
威
通
〇
二
〇
］
　
好
古
慕
謝
女
之
學
。

　
2
7
戴
夫
人
（
威
通
六
年
没
2
3
歳
）
　
［
威
通
〇
三
九
］
　
才
檀
楊
花
曽
和
、
詩
明
□
木
立
姿
。

◎
2
8
干
夫
人
（
蟻
通
六
年
没
3
0
歳
）
　
［
威
通
〇
四
〇
］
　
況
夫
人
三
惑
、
天
人
之
絵
、
同
筆
成
詩
。
皆
二
目
灘
耳
。
講
古
詩
四
百
篇
、

　
　
　
誠
賦
五
十
首
。

◎
2
9
宇
文
夫
人
（
威
通
八
年
没
3
1
歳
）
　
［
威
通
〇
六
一
］
　
門
経
奇
士
轟
轟
、
濁
二
身
重
書
、
楡
玩
経
籍
、
溜
學
密
識
、
人
不
能
探
。

　
　
　
工
五
言
七
言
詩
、
詞
皆
雅
正
、
常
侍
公
毎
賢
之
。

◎
3
0
謝
夫
人
（
緒
通
七
年
没
2
8
歳
）
　
［
威
通
〇
六
五
］
　
組
頭
之
暇
、
雅
好
詩
書
、
九
歳
善
贋
文
、
嘗
賦
寓
題
詩
日
「
永
夜
一
毫
月
高

　
　
　
　
　
中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

　
　
秋
千
戸
砧
」
其
才
思
清
巧
、
多
有
祖
姑
道
緬
之
風
、
慰
留
親
族
之
所
構
歎
。

3
1
｣
干
夫
人
（
威
通
＝
一
年
没
2
3
歳
）
　
［
威
通
〇
九
六
］
　
詩
書
不
教
而
成
諦
在
口
、
着
尺
粗
習
而
女
工
犯
人
、
・
：
夫
人
有
卜
鄭

　
　
訓
子
之
業
、
有
作
書
誠
女
之
賢
。

3
2
尓
v
人
（
乾
符
四
年
没
2
9
歳
）
　
［
乾
符
○
　
七
］
　
不
止
於
女
工
婦
徳
、
頗
閑
於
禮
樂
詩
書
。

3
3
k
公
女
子
（
翠
霞
五
年
春
3
0
歳
）
　
［
鴬
野
〇
二
七
］
　
諸
兄
所
習
習
氏
経
籍
子
集
文
選
、
必
罰
授
之
、
覧
不
再
繹
、
蓋
得
理
義
、

　
　
勤
於
隷
學
、
巧
干
女
功
。

　
こ
れ
ら
は
死
者
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
文
章
で
あ
る
し
、
こ
と
教
養
に
つ
い
て
は
時
代
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
女
性
ば
か
り
で
あ
ろ
う

が
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
当
時
の
一
般
的
な
水
準
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
女
性
は
か
な
り
高
水
準
の

教
養
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
、
傍
線
を
施
し
た
部
分
は
、
母
親
等
の
身
近
な
女
性
が
、
時
に
は
自
ら
手
に
書

物
を
と
っ
て
、
子
供
の
知
的
な
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
資
料
で
あ
り
、
同
様
の
記
述
は
、

　
・
陳
夫
人
（
元
和
六
年
没
5
7
歳
）
　
［
『
白
氏
文
集
』
巻
四
六
、
嚢
報
酬
豊
平
諸
事
状
］

　
　
別
駕
府
玉
璽
饗
す
る
に
及
び
、
諸
子
尚
ほ
幼
く
、
未
だ
師
に
就
き
て
學
ば
ず
。
夫
人
親
し
く
詩
書
を
執
り
て
、
書
夜
敦
射
し
、
殉

　
　
悔
と
し
て
善
く
誘
ひ
、
未
だ
嘗
て
一
箪
一
杖
を
以
て
之
に
加
へ
ず
。
十
鯨
年
間
、
諸
子
皆
文
學
を
以
て
仕
進
し
、
官
清
近
に
至
る

　
　
は
、
實
に
夫
人
の
慈
訓
の
致
す
所
な
り
。

　
・
李
紳
母
［
『
薔
唐
書
』
巻
一
七
三
、
李
紳
傳
］

　
　
紳
六
歳
に
し
て
孤
、
母
盧
氏
敦
ふ
る
に
経
義
を
以
て
す
。

の
よ
う
に
、
他
の
諸
書
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
柳
宗
元
・
韓
愈
・
李
紳
・
白
居
易
・
元
棋
と
い
っ
た
中
唐
期
を
代
表
す
る

文
人
の
多
く
が
、
幼
い
頃
そ
の
教
養
の
多
く
を
女
性
か
ら
学
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
は
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
（
白
居
易
以

外
の
詩
人
に
つ
い
て
は
後
掲
山
崎
論
文
に
既
出
）
。
ま
た
、
◎
を
つ
け
た
女
性
の
よ
う
に
、
晩
唐
期
に
は
、
士
大
夫
の
家
庭
に
も
、
｝

般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
か
な
り
高
度
な
女
流
詩
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
次
に
挙
げ
た
山
崎
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
い

代
に
な
る
と
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
、
教
育
者
と
し
て
の
母
の
役
割
が
一
段
と
重
視
さ
れ
て
く
る
。

｝
4
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『
女
写
経
』
　
（
盛
唐
期
）
も
、
　
『
女
論
語
』
　
（
中
唐
貞
元
期
）
同
罪
、
女
性
の
母
と
し
て
の
あ
り
方
を
重
視
し
、
胎
教
章
・
書
論

章
の
二
章
に
わ
た
り
、
教
育
者
と
し
て
の
母
の
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
。
…
…
『
古
品
女
傳
』
　
（
漢
・
劉
向
）
は
、
妊
婦
に
樹
し
轡

者
が
『
詩
経
』
を
語
り
聞
か
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
胎
教
章
は
、
妊
婦
自
身
が
、
夜
に
は
経
書
を
諦
ん
じ
、
朝
に
は
禮
樂
を
講

じ
る
よ
う
諭
し
て
い
る
。
…
…
母
自
身
の
教
養
を
望
ん
で
の
書
き
替
え
で
も
あ
ろ
う
。
　
　
　
注
…
（
　
）
内
は
引
用
者
。

　
安
史
の
乱
以
降
、
科
挙
制
度
が
比
較
的
公
正
に
機
能
し
始
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
教
育
者
と
し
て
の
母
の
教
養
も
よ
り
重
視
さ
れ
、

そ
れ
が
、
更
に
女
性
の
教
養
を
高
め
る
結
果
を
生
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
か
ら
、
女
学
士
と
呼
ば
れ
た
宗
氏
の
五
人
姉

妹
や
、
男
の
臣
下
と
宮
中
で
対
等
に
唱
和
で
き
る
女
流
詩
人
・
飽
君
徽
（
共
に
『
全
唐
詩
』
巻
七
）
な
ど
も
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
資
料
を
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
中
唐
期
以
降
、
士
大
夫
の
家
庭
の
か
な
り
の
女
性
が
、
短
い
詩
を
つ
く
る
に
十
分
な

素
養
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
し
、
た
だ
平
易
な
詩
を
読
む
だ
け
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
士
女
が
可
能
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
現
存
す
る
女
性
の
作
品
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
歌
詞
を
縦
に
す
る
莫
か
れ
　
他
の
淫
語
を

恐
る
れ
ば
な
り
」
　
（
『
女
論
語
』
訓
男
女
章
第
八
）
、
　
「
女
工
に
勤
浴
し
歌
舞
を
學
ぶ
莫
か
れ
」
　
（
『
太
公
家
教
』
）
、
　
「
詞
曲
を
唱
さ

ず
」
　
（
『
李
義
山
雑
纂
』
正
篇
厚
誼
十
則
其
八
）
等
の
資
料
を
挙
げ
て
山
崎
氏
が
言
及
し
て
い
る
（
注
5
論
文
μ
。
。
ω
頁
〉
よ
う
に
、
歌
唱

可
能
な
詩
を
女
性
が
好
め
ば
、
感
情
が
淫
奔
に
な
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
配
慮
か
ち
、
多
く
の
女

性
は
詩
を
多
作
す
る
こ
と
を
自
ら
謹
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
多
く
の
詩
を
製
作
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
詩
集
を
自
ら
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

分
す
る
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
詩
を
も
っ
て
志
を
述
べ
自
ら
を
証
し
だ
て
る
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
男
の
価
値
観

で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
艶
詩
を
中
心
と
す
る
女
性
の
作
品
は
大
切
に
さ
れ
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
側
面

を
考
慮
す
れ
ば
、
女
性
の
教
養
が
高
ま
り
を
見
せ
た
中
墨
唐
期
に
お
い
て
は
、
　
『
全
唐
詩
』
の
収
録
状
況
か
ら
推
測
さ
れ
る
以
上
に
、

多
く
の
作
品
が
女
性
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
唐
期
に
顕
著
な
現
象
と
な
る
、
夫
婦
間
で
の
詩
の
贈
答
も
、

一
面
で
は
こ
う
し
た
女
性
の
教
養
の
高
ま
り
に
支
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
従
っ
て
、
例
え
ば
白
居
易
の
「
君
は
書
を
黒
ま
ず
と
錐
も
　
此

の
事
耳
に
亦
た
聞
か
ん
」
　
（
巻
一
、
炉
内
）
の
よ
う
な
詩
句
も
、
白
居
易
の
妻
は
書
が
「
読
め
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
り
も
、
　
「
読
ま

な
か
っ
た
」
と
解
釈
し
て
お
く
べ
き
で
、
彼
女
と
て
夫
白
居
易
の
書
く
詩
の
多
く
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
も
な

　
　
　
　
　
中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）

｝
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

け
れ
ば
、
妻
に
詩
を
贈
る
行
為
そ
の
も
の
が
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　
以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
毛
唐
期
に
は
、
士
大
夫
の
家
庭
の
大
半
の
女
性
は
、
平
易
な
詩
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
理
解
す
る
能
力

を
も
っ
て
お
り
、
　
『
全
唐
詩
』
な
ど
か
ら
窺
え
る
以
上
に
、
多
く
の
女
性
が
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

多
く
の
女
性
が
文
学
の
受
容
者
・
創
作
者
と
し
て
の
十
分
な
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
詩
を
媒
介
と
し
た
男
女
の
心
理
的
な
交
流

も
、
活
発
化
し
深
め
ら
れ
て
行
く
。
こ
う
し
て
、
女
性
が
文
学
の
世
界
を
男
性
と
あ
る
程
度
共
有
す
る
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
る
と
、

そ
の
時
代
の
文
学
の
あ
り
方
そ
の
も
の
も
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
最
も
顕
著
に
表
す
現
象
が
、
中
唐
期
に
現

れ
た
新
し
い
恋
の
形
式
、
つ
ま
り
、
男
女
間
の
艶
言
の
贈
答
を
手
段
と
す
る
恋
愛
で
あ
る
。
例
え
ば
、
　
「
淫
奔
を
止
め
る
」
目
的
で
書

か
れ
た
白
居
易
の
「
井
底
引
銀
瓶
」
　
（
巻
四
）
等
に
見
る
如
く
、
中
唐
期
に
は
、
妓
女
ば
か
り
で
な
く
、
士
大
夫
階
級
の
女
性
に
も
、

あ
る
程
度
恋
愛
が
可
能
で
あ
っ
た
。
限
定
的
な
も
の
と
は
言
え
、
そ
う
し
た
「
恋
愛
」
が
普
及
し
て
い
く
過
程
で
、
男
女
が
艶
詩
を
贈

答
し
あ
う
恋
の
ス
タ
イ
ル
も
、
徐
々
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
　
伝
奇
小
説
に
み
る
恋
愛
と
艶
詩

｝
4
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中
唐
期
に
於
け
る
恋
愛
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
あ
の
資
料
と
し
て
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
以
降
盛
ん
に
創
作
さ
れ
た
伝

奇
小
説
に
如
く
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
こ
こ
で
は
典
型
的
な
受
配
を
挙
げ
て
、
艶
詩
の
、
恋
愛
と
の
関
わ
り
方
を

探
っ
て
み
た
い
。

　
大
海
期
を
舞
台
と
し
た
小
説
「
雷
小
玉
伝
」
に
お
い
て
、
男
性
主
人
公
・
李
益
は
、
艶
詩
を
作
る
こ
と
に
長
け
た
、
自
ら
の
風
流
を

誇
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
一
方
の
女
性
主
人
公
・
雷
小
玉
は
、
風
流
を
慕
い
、
音
楽
詩
書
を
善
く
す
る
妓
女
で
あ
る
。
艶
詩
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
リ

関
わ
り
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
李
益
を
小
玉
に
紹
介
す
る
、
次
の
よ
う
な
母
の
台
詞
で
あ
る
。

　
　
　
（
小
玉
）
既
に
し
て
遂
に
母
の
側
に
坐
す
。
母
謂
ひ
て
曰
く
「
汝
嘗
に
『
簾
を
開
け
ば
風
竹
を
動
か
す
疑
ふ
ら
く
は
為
れ
故
人

　
の
來
た
る
か
と
』
を
愛
念
す
、
即
ち
是
れ
十
郎
の
詩
な
り
。
爾
終
日
吟
沖
す
る
は
、
一
見
す
る
に
何
如
」
と
。

つ
ま
り
、
小
玉
は
自
分
の
好
き
で
た
ま
ら
な
い
艶
詩
の
作
者
と
し
て
李
益
を
好
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
ま
た
、
貞
元
中
の
故
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
鄭
徳
論
」
で
は
、
艶
詩
を
贈
ら
れ
た
女
性
主
人
公
・
章
氏
の
、
困
惑
し
た
あ
げ
く

の
窮
絵
の
一
策
が
、
以
下
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
主
因
っ
て
牧
め
得
、
吟
翫
之
を
久
し
く
す
。
然
れ
ど
も
誠
讃
す
と
難
も
、
即
ち
其
の
義
を
曉
る
能
は
ず
。
女
贋
札
に
工
な
ら
ず
、

　
　
又
報
ゆ
る
所
無
き
を
恥
じ
、
遂
に
鈎
縣
を
以
て
夜
來
鄭
舟
の
女
の
題
す
る
所
の
紅
騰
な
る
者
を
投
ず
。

　
章
氏
は
何
度
読
ん
で
も
贈
ら
れ
た
艶
詩
の
意
味
が
理
解
で
き
ず
、
か
と
い
っ
て
、
詩
が
苦
手
で
返
事
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
も

恥
ず
か
し
く
て
、
以
前
偶
然
手
に
入
れ
て
い
た
他
人
の
詩
を
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
重
詰
と
し
て
渡
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
同
じ
貞
元
期
を
舞
台
と
す
る
「
潜
屋
伝
」
で
は
、
張
生
か
ら
女
性
主
人
公
・
崔
娘
と
の
恋
の
仲
立
ち
を
頼
ま
れ
た
碑
・
紅

娘
は
、
当
初
、
主
人
温
室
の
身
持
ち
が
堅
い
こ
と
を
理
由
に
、
恋
の
成
就
が
極
め
て
難
し
い
こ
と
を
力
説
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
で

こ
う
付
け
加
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
然
れ
ど
も
く
崔
娘
は
）
善
く
文
を
贋
し
、
往
往
章
句
を
沈
吟
し
、
怨
慕
す
る
者
之
を
久
し
く
す
。
君
試
み
に
爲
に
情
詩
を
飽
し

　
　
て
以
て
之
を
齪
せ
。
然
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
由
無
き
な
り
。

　
そ
の
後
、
張
生
は
こ
の
勧
め
に
従
っ
て
艶
詩
（
情
詩
）
を
書
き
、
雀
娘
も
結
局
、
張
生
の
艶
詩
の
魅
力
に
屈
し
た
と
思
わ
れ
る
形
で
、

二
人
は
結
ば
れ
る
。
こ
こ
に
は
崔
娘
の
よ
う
に
貞
淑
な
女
性
で
あ
っ
て
も
、
巧
み
な
艶
詩
を
作
る
こ
と
で
、
そ
の
恋
情
を
引
き
出
す
こ

と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
威
通
中
の
故
事
を
記
し
た
「
歩
飛
下
」
に
は
、
数
度
に
及
ぶ
艶
詩
の
贈
答
に
よ
っ
て
恋
人
と
深
く
結
ば
れ
た
妓
女
西
蔵
が
、

自
分
に
詩
を
よ
む
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
寄
生
の
文
学
的
才
能
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
喜
ぶ
、
次
の
よ
う
な
台
詞
が

あ
る
。

　
　
さ
い
は

　
　
頼
ひ
に
児
家
小
小
の
篇
詠
有
る
に
値
ふ
。
然
ら
ず
ん
ば
、
君
幾
許
の
大
才
面
目
を
作
さ
ん
。

　
以
上
、
僅
か
に
四
例
を
挙
げ
た
の
み
で
あ
る
が
、
　
『
斐
航
』
・
「
孟
氏
」
　
（
『
太
平
広
記
』
巻
三
四
五
）
・
「
王
霞
卿
」
　
（
『
全
唐
詩
隠

三
七
九
九
）
・
「
挑
月
華
」
　
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
○
○
）
・
「
李
節
度
姫
」
　
（
『
全
唐
詩
』
巻
髪
○
○
）
等
の
作
品
か
ら
も
、
中
晩
唐
期

に
お
け
る
艶
詩
と
恋
愛
の
密
接
な
繋
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
伝
奇
小
説
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
を
要
約
す
れ
ば
、
（
1
）
中
唐
に
至
り
、
新
し
い
恋
の
形
式
、
即
ち
、
未
婚
男
女
間
の

　
　
　
　
　
中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）
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艶
詩
の
贈
答
を
手
段
と
す
る
恋
愛
形
式
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
（
2
）
「
鄭
徳
隣
」
に
み
る
よ
う
に
、
中
唐
期
に
は
、
女
性
で
あ
っ
て
も
教

養
あ
る
階
級
で
あ
れ
ば
、
男
性
か
ら
贈
ら
れ
た
艶
詩
の
返
事
が
で
き
な
い
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
。
（
3
）
「
震

小
玉
伝
」
　
「
鶯
鶯
伝
」
　
「
歩
飛
姻
」
等
に
み
る
よ
う
に
、
一
部
の
女
性
の
間
に
は
、
涙
管
を
作
る
腕
前
の
何
如
に
よ
っ
て
、
男
性
の
恋

人
と
し
て
の
適
性
を
選
ぶ
風
潮
さ
え
存
在
し
た
こ
と
、
等
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
　
結
　
語

　
最
後
に
、
拙
論
を
簡
潔
に
要
約
し
た
上
で
、
そ
れ
が
中
唐
期
の
文
化
・
社
会
上
の
特
質
と
如
何
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ

て
お
き
た
い
。

　
安
史
の
乱
以
後
、
科
挙
制
度
が
公
正
に
運
用
さ
れ
、
或
い
は
、
平
館
で
の
宴
遊
が
一
般
的
な
も
の
に
な
る
に
つ
れ
て
、
女
性
に
も
、

母
と
し
て
の
、
或
い
は
妓
女
と
し
て
の
一
定
の
教
養
が
尚
更
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
女
性
の
教
養
は
高
め
ら
れ
て
行
っ

た
。
更
に
、
文
学
の
受
容
者
・
創
作
者
と
し
て
女
性
が
成
長
し
重
要
な
存
在
に
な
る
と
、
一
方
の
士
大
夫
の
側
に
も
、
女
性
に
好
ま
れ

る
流
麗
な
艶
詩
を
製
作
で
き
る
能
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
恋
の
成
就
の
た
め
に
も
、
或
い
は
自
ら
の
詩
名
を
高
め
る
た
め
に
も
、

そ
う
し
た
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
有
効
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
白
の
艶
言
は
正
に
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
背
景
と
し

て
登
場
し
、
女
性
に
愛
唱
さ
れ
男
性
に
手
本
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
流
行
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
、
中
唐
期
の
、
少
な
く
と
も
詩
の
世
界
に
於
け
る
、
女
性
の
役
割
の
増
大
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
　
「
鶯
皆
伝
」
　
「
震
小

玉
伝
」
　
「
李
娃
伝
」
と
い
っ
た
唐
心
伝
奇
小
説
に
、
確
固
と
し
た
「
自
我
」
を
有
す
る
女
主
人
公
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
と
、
有
機
的

な
関
連
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
中
唐
期
に
は
、
科
挙
制
度
が
比
較
的
公
正
に
運
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
白
居
易
や
元
積
の
よ
う
な
中
下
級
官
吏
の
子
弟
で
あ
っ
て
も
、

実
力
と
運
さ
え
あ
れ
ば
、
宰
相
の
地
位
に
就
く
こ
と
さ
え
夢
で
は
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
科
挙
の
進
士
科
に
合
格
す
る
の
は
毎

年
三
十
名
足
ら
ず
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
彼
ら
を
頂
点
と
し
て
、
小
規
模
な
が
ら
も
「
階
級
移
動
社
会
」
が
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

安
史
の
乱
以
前
の
「
階
級
固
定
社
会
」
か
ら
「
階
級
移
動
社
会
」
へ
変
質
し
た
こ
と
は
、
階
級
移
動
の
主
体
と
な
っ
た
新
興
中
下
級
士

【
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大
夫
た
ち
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
（
心
的
傾
向
）
を
強
く
規
定
し
た
。
自
ら
の
才
能
と
努
力
と
に
よ
っ
て
の
し
上
が
ろ
う
と
す
る
彼
ら
の

価
値
判
断
は
、
基
本
的
に
「
個
人
」
を
基
準
と
す
る
。
出
自
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
人
「
個
人
」
に
実
力
が
あ
れ
ば
採
用
す
る
、
と
い
う

の
が
科
挙
の
基
本
理
念
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
「
階
級
固
定
社
会
」
の
価
値
基
準
が
「
集
団
」
に
あ
る
（
そ
の
人
物
が
門
閥
と
い
う

「
集
団
」
に
属
す
る
か
否
か
、
等
。
）
こ
と
と
明
確
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
　
「
階
級
移
動
社
会
」
と
は
、
社
会
的
な
地
位
が

「
個
人
」
の
実
力
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
社
会
だ
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
は
、
　
「
社
会
的
な
地
位
」
よ
り
も
「
個
人
の
実
力
」
が
、
根

本
的
に
は
、
よ
り
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
間
を
判
断
す
る
際
に
も
、
「
地
位
や
身
分
」
で
は
な
く
「
実
力
や
才
能
」
が
、
そ
の
基

準
と
さ
れ
易
い
。
ま
た
、
　
「
地
位
や
身
分
」
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
　
「
実
力
や
才
能
」
に
応
じ
て
変
化
し
流
動
す
る
相
対
的
な

も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
階
級
移
動
社
会
」
は
必
然
的
に
「
平
等
」
観
念
の
強
い
社
会
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
更
に
、

「
実
力
や
才
能
」
を
重
視
し
、
　
「
地
位
や
身
分
」
を
相
対
的
な
も
の
と
み
な
す
考
え
方
は
、
社
会
的
な
属
性
よ
り
も
人
間
の
「
内
な
る

精
神
」
を
重
視
す
る
考
え
方
と
し
て
敷
衛
さ
れ
る
。
白
居
易
の
「
閑
適
詩
」
の
世
界
な
ど
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

特
徴
を
踏
ま
え
て
「
階
級
移
動
社
会
」
を
定
義
す
れ
ば
、
　
「
社
会
的
な
『
地
位
や
身
分
』
が
相
対
化
さ
れ
た
ζ
と
に
よ
り
、
　
『
個
人
』

の
『
内
な
る
精
神
』
が
重
視
さ
れ
、
　
『
平
等
』
の
観
念
が
強
ま
っ
た
社
会
」
と
な
る
。
こ
う
し
た
社
会
の
特
性
は
、
男
性
ば
か
り
で
な

く
、
女
性
に
も
共
有
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
縷
述
し
た
「
階
級
移
動
社
会
」
の
特
性
は
、
中
唐
期
の
恋
愛
観
や
女
性
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
白
居

易
の
「
長
恨
歌
」
は
悲
恋
物
語
と
し
て
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
作
者
が
玄
宗
と
楊
貴
妃
を
、
　
「
皇
帝
と
貴
妃
」
と
い
う
「
集
団
的
・

公
的
」
な
視
点
で
は
な
く
、
　
「
男
と
女
」
と
い
う
「
個
人
的
・
私
的
」
な
立
場
か
ら
詠
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
　
「
琵
琶
行
」

に
お
い
て
は
、
落
魂
の
妓
女
と
左
遷
さ
れ
た
自
己
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
士
大
夫
と
妓
女
」
と
い
う
地
位
や

身
分
の
差
を
越
え
て
、
同
じ
境
遇
に
在
る
も
の
と
し
て
の
「
内
な
る
精
神
」
に
お
け
る
共
感
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
霞
小
玉

伝
」
や
「
李
娃
伝
」
に
登
場
す
る
女
主
人
公
も
、
　
「
妓
女
」
と
い
う
社
会
的
な
属
性
の
先
に
、
　
「
個
人
」
と
し
て
の
「
精
神
」
が
描
写

さ
れ
て
い
よ
う
。
　
「
鶯
鶯
伝
」
の
女
主
人
公
の
造
形
に
も
、
女
性
の
心
理
描
写
に
相
当
の
紙
幅
を
割
く
な
ど
、
同
じ
く
「
内
な
る
精
神
し

の
重
視
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
　
「
精
神
」
を
有
す
る
「
個
人
」
と
し
て
女
性
を
「
対
等
」
に
捉
え
る
認
識
は
、
恐
ら
く
中
唐
期

に
初
め
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
　
「
階
級
移
動
社
会
」
の
誕
生
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。

中
唐
に
お
け
る
艶
詩
の
流
行
と
女
性
（
諸
田
）
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男
女
間
の
艶
麗
の
贈
答
や
恋
愛
は
、
基
本
的
に
、
　
「
対
等
」
な
「
個
人
」
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
中
唐
期
に
艶
聞

が
流
行
し
た
背
景
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
最
も
根
本
的
な
要
因
と
し
て
、
　
「
階
級
移
動
社
会
」
の
生
ん
だ
、
　
「
個
人
の
、
精
神
に
お
げ

る
、
平
等
」
と
い
う
観
念
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

川
合
康
三
「
『
白
俗
』
の
検
討
」
　
『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
5
巻
（
平
成
六
年
、
勉
誠
社
）
所
収
。

張
明
非
「
論
中
唐
艶
情
詩
的
勃
興
」
同
著
『
唐
音
論
薮
』
　
（
一
九
九
三
年
、
広
西
大
学
出
版
社
）
．
所
収
。

本
文
に
後
顕
す
る
杜
牧
「
玉
響
君
墓
誌
銘
」
で
は
、
元
白
の
艶
詩
を
「
繊
艶
不
逞
」
　
「
慢
言
出
語
」
と
批
判
し
て
お
り
、
元
積
「
悼
李
詩
」

は
こ
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
白
居
易
の
作
品
に
つ
い
て
は
出
典
を
明
記
し
な
い
が
、
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
　
（
一
九
八
八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
〉
に
拠
っ

た
。中

原
健
二
「
詩
人
と
妻
－
中
唐
士
大
夫
の
一
断
面
」
　
『
中
國
文
學
報
』
第
四
七
冊
（
μ
O
O
ω
年
）
。

山
崎
純
一
「
名
代
女
訓
書
士
黙
『
女
論
語
』
　
『
女
孝
経
』
考
」
　
『
櫻
単
二
大
工
　
中
豊
文
學
論
叢
』
　
（
第
七
號
、
一
〇
認
年
）
。

例
え
ば
「
樂
昌
孫
氏
、
進
士
孟
工
期
之
内
子
。
善
爲
詩
。
一
旦
併
焚
蒐
集
。
二
藍
才
思
非
婦
人
之
事
。
自
是
專
以
婦
道
内
治
。
」
　
（
『
太
平

廣
記
』
巻
上
七
一
、
孫
氏
）
、
　
「
江
准
間
、
有
徐
月
英
者
。
名
馬
也
。
…
亦
有
詩
集
。
金
陵
徐
晶
群
公
子
、
寵
一
螢
妓
。
卒
乃
笹
島
。
月

英
送
葬
、
謂
徐
公
日
『
此
娘
平
生
風
流
、
没
亦
帯
焔
。
』
…
」
　
（
『
太
平
廣
記
』
白
油
七
三
、
徐
月
英
）
等
。

以
下
、
唐
代
小
説
の
引
用
は
、
注
辟
彊
『
唐
人
小
説
』
　
（
一
九
七
八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
。
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